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本稿で取り上げる「ヴァルド派」LesVaudoisとは, 12世紀にリヨンで生ま

れた平信徒による説教集団のことを指す． この集団の起源は， リヨンの裕福

な商人であったヴァルデスValdesという名の人物が，使徒に倣ったキリスト

教徒になろうと回心し，貧者に自身の財産を分かち与えながら，俗語に翻訳

した福音書と数種の詩篇を読み込んで，清貧に基づく使徒的生活を勧める説

教活動を行うようになったことにあるとされる． そのようなヴァルド派は，

1215年の第4回ラテラノ公会議においてカトリック教会側から異端として断罪

され，異端審問を避けるべく約300年の地下活動を行なったのち, 1532年に

なってスイスの宗教改革運動に参加する． そして，宗教改革者ジャン・カル

ヴァンJeanCaMnの思想に基づくカルヴアン派と教義的な合同を果たし，以後

はプロテスタントの一派として今日に至っている．

宗教改革参加後のヴァルド派に関しては， カルヴァン主義者に変化した時

点でヴァルド派のアイデンティティは失われ， その歴史は終わりを迎えたと

いう見解があるl). しかし，一宗派としてのヴァルド派のアイデンティティは，

古代から純粋な信仰活動に従事してきているという彼ら独自の起源伝承に

よって，改革参加後も保持されているのではないだろうか．デ・ランゲの研

究では，宗教改革を境にヴァルド派の起源伝承はその内容が変化するものの，

それ以降も絶えず語り継がれていき，プロテスタントの護教論としてカルヴァ

ン派側から利用されるようになったことが指摘されている2)． ただ， この変化

')GabrielAudisio,"Lafind'unesecte: lesvaudoisdeviennentprotestants",Re"0〃αeえc/"sio",
X"f-XWIIes"cﾉe,Publicationsdel'Universit6deProvence,Aix-en-Provence,2001,p､78.

2)Albertdelange, "DieUrsprungsgeschichtenderWaldenser indenCottischenAlpenvor
undnachderRefOrmation)>,R加γ"zgγαjs歴だef;HをtemdoxeBe"瑠""gを〃〃0伽吻γ〃〕γ腕α〃〃"，

Smttgart-BadCanstatt,2004,p.314.
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した起源伝承がヴァルド派のアイデンティティに与えた効果について述べら

れた研究は未だ例がない． したがって本論文では，宗教改革期において変化

したヴァルド派の起源伝承が， 当時のヴァルド派のアイデンティティにどの

ような効果をもたらしたのかを明らかにすることを目的とする．

|， 中世ヴァルド派の起源伝承

初めに，宗教改革前の中世期に語り継がれていたヴァルド派の起源伝承の内

容を概観しておく． 中世期における伝承は2種類存在しており，本論では便宜

上， それぞれを「シルウェステル1世」と「使徒の後継者」と呼び分けること

にする．

「シルウェステル1世」の伝承とは， 4世紀のローマ教皇シルウェステル1世

Silvesterlが， ローマ皇帝コンスタンテイヌス1世Constantmuslから西ローマ

の世俗的支配権を寄進されたことで教会における信仰活動を疎かにするよう

になったため，何人かの側近が彼の元から離れて「真の教会」の教えを守る

ようになり， その末喬がヴァルド派になったというものである． 「使徒の後継

者」の伝承の方は， キリストに付き従った12使徒のうち, 8人は異なる教えに

傾倒したが，残る4人は常にキリストの教えに忠実であり， この4人の思想を

受け継いで， キリストの教えの伝道に努めているのがヴァルド派だというも

のである．

これら2つの伝承は， 中世のヴァルド派が独自に作り上げたフィクションに

すぎない． ヴァルデスが活動を始めた12世紀ではなく，古代に起源を据えた伝

承が生み出された理由は，異端として断罪されたヴァルド派がカトリック教

会に対して反駁を行うためであった． 「シルウェステル1世」は真の教会がカト

リックではなくヴァルド派であることを， 「使徒の後継者」は使徒の如く遍歴

説教を行うヴァルド派にこそ説教権があることを， それぞれ示すための手段

として用いられたようである. 1260年から1266年の間にパッサウ司教区のと

ある修道士によって書かれた「対異端ヴァルド派の書」L伽γCO"加肋〃g"sgs

加g〃"COSの中には，数行ながらも既にヴァルド派の起源伝承に関する記述が

見受けられ3)，昨今のヴァルド派研究においては， これが伝承に言及する最古

3)GiovanniGonnet,E"c"""0"伽"""zﾉα〃e"s醜加",Claudiana,'Ibrino,1998,pp.ll5116."Inter
quasomnessectas,quesuntvelhlerunt,nonestperniciosiorecclesiedeiquamlponistarum,et
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の文献とされている． そして， いつしか伝承はヴァルド派信徒間において自

らの正統的起源を示す真の歴史となり，以後数百年に渡って受け継がれてい

くようになった． このことが確認できる史料としては, 14世紀中頃に記され

たヴァルド派文書『選民の書」〃〃γE伽加γ"畑4),15世紀に記されたヴァルド派

詩篇「崇高な読謂」〃Nひ"αLeyczo"5),1530年に記された宗教改革者エコラン

パデイウスヘの書簡6)， などが挙げられ， それらには共通して伝承に基づくシ

ルウェステル,世や使徒に関する言及がみられるため， 中世を通してヴァルド

派が自らの起源は古代にあると認識していたことは明らかである． ただ，デ・

ランケの研究によれば， カルヴァン派と教義的合同を果たして以降， この2つ

の伝承は内容が変化したとされている7)． この点について，次章では宗教改革

期に書かれたヴァルド派内外の史料から，彼らの起源が当時どのように描か

れていたのかを確認していくことにする．

| |、宗教改革運動への参加

ヴァルド派にとっての宗教改革期は, 1532年9月12日から6日間に渡って行わ

れたシャンフオランの教会会議に始まる． この会議において， ヴァルド派は

宗教改革の思想を受け入れ， 自らも改革運動に参加することを正式に決定し

た．その際には改革運動への参加をめぐって賛成派と反対派の意見対立があっ

たのだが，最終的に信徒が各々の意見を投票し，多数決という形で決議が行

われたために， ヴァルド派の宗教改革運動参加への決定が必ずしも全会一致

のものではなかったことには注意しておきたい． シャンフォランの教会会議

以降， 1536年から1561年にかけて， ヴァルド派は「沈黙の時代」と呼ばれる

フランスおよびサヴオワ公国による迫害の期間を経験する8)．そして,カルヴァ

ン派の思想に基づく体系的な教会組織を設立した1564年がヴァルド派のプロ

tribusdecausis:primaestquiaestdiumrnior.Dicuntenim,quodduraveritatemporeSilvestri;alii

dicunt,quodatemporeapostolorum.〉’

4)peterBillel;7ﾙeWa/de"ses,117ひ1530-B2t"ee〃α”卿0"so洞eγα"。αc""'℃ﾙ,Ashgate,
Surrey,2001,p.202.

5)EdouardMontet,"ﾉVり6ﾉeLefo",LibrairieG・Fischbacher,1888,pp.6465.
6)ValdoVinayjLeCWtssio""允咋dej伽γ"zα〃co"dひ“腕e"〃火jdjaﾉひgひ加纐伽加α妙e
"s“0"ぬ妙R物γ"z",Claudiana,'Ibrino,1975,p.36.

7)DeLange,Oj.c".,pp.318-319.
8)Cf.EuanCameron,7WeR碗γ"α"0〃火〃zeルe”"cs-乃eWIzIde"sesqftheA"s, 1480-1580,
Clarendonpress,Oxford,1984,p.144.
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テスタント化（カルヴァン主義化）完成の年であり， ヴァルド派の歴史は終

わりを迎えたと言われる時期である．

宗教改革参加から教会組織設立までの32年間ヴァルド派の起源伝承はどの

ように認識されていたのだろうかまず， シャンフォランの教会会議におい

てヴァルド派側でまとめられた「23の決定事項」を見てみることにする9)． こ

の項目の中には，起源伝承に関する直接的な記述はない． ただ， 第9項の「按

手礼は必要ない」 10)と，第22項の「説教師たちは居住場所を変えるべきではな

い」 ll)という記述は， 「使徒の後継者」の伝承に大きく関連するものと考えら

れる． 中世のヴァルド派説教師は，財産を持たず，街から街へと遍歴しなが

ら托鉢による説教を行い，按手礼の儀式によって代々その職務を継承してい

た． このことはエコランパデイウスに宛てた書簡の中でも明確に述べられて

いる12).そして，使徒的生活の実践は， 自らを使徒が行っていた伝道説教の後

継者として主張する際の根拠であったと思われる． しかし，上に挙げた2つの

項目から判断する限り，改革運動への参加時にヴァルド派がこの慣習を放棄

すると決めたことは明らかである． そのため「使徒の後継者」の起源伝承は，

シャンフォランにおいて根拠が崩れてしまい，以後次第に言及されなくなっ

ていったと考えられる．

ヴァルド派の起源に対する意識の変化は，教会組織が設立される直前の時

期に記された文書において確認できる．例を挙げると, 1561年にヴァルド派

牧師シピオーネ・レントーロScipioneLentoloによって記された年代記「アン

グローニュ，ベロッス，サン・マルタン，他の近隣の谷における領民に対し，

その信仰に関して，サヴオワ公爵エマニュエル．フイリベールによって引き

起こされた戦争の忘れがたい歴史」 （以下『忘れがたい歴史｣）では， ヴァル

9)正式な議事録というものは残されていないが， ヴァルド派説教師の一人ジョルジュ・モレル

GiorgeMorelが「23の決定事項」を手記としてまとめている．原典はTrinityCollegeofDublin,

MS.259C.5.18,Rz此応〃/α""9m肋2Wb"g"sjα"seSjecjα〃“"“γ"j"g肋e"jssjoれげGeofgE

Mtz"だ/α”Hgγ〃Mtzsso〃〃B"“γα"。O“0ﾉα”α〃"s/"1530,Dublin,pp.118-125．

'0)Vinay,Oj.c".,p.140."C.9.Lainposicionedelemanenonhenecessarialaconclusionehestata
perbencheliapostolilahabianousata.>>

'')IMi.,p.142."Limenistridelaparolladediononsidebenomutaredelocojnlocosinonquesia
agrandeutilitadelachiesa.”

'2)Ibid.,p.38､<Consumptoautemhoctempore,eucharistiaesacramentoimpositionequemanuum
discipulipraedictisuscipiunmrinpresbyteriietpraedicationisofficiumethocmodoinstructiac

edoctiadevangelizandumbiniemittuntur.〉〉
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ド派の起源伝承に関わる記述は見られないものの，僅かながら彼らの起源に

ついて言及していると思しき一文がある13).

なぜなら，何百年も前から，父から子へと彼らの元に留まり，手元に有する数多くの

古い書物によって容易に示すことが可能であるように，教義が彼らの間で保持されてき

たからである14).

上の引用は，宗教改革以前の時代からヴァルド派が存在していることを示し

ている． ここで， ヴァルド派の起源が「古代」にあると明記せず「何百年も

前」とされているのは， 「シルウェステル1世」や「使徒の後継者」の伝承のイ

メージが薄れていたためではないか．

また， これと類似した記述が1562年にカルヴァン派牧師エテイエンヌ．ノ

エルEtienneNoelによって記された年代記『アングローニュ， リュゼルヌ，サ

ン・マルタン， ラ・ペルーズ， その他ピエモンテ地方の谷に存在するヴァル

ド派と呼ばれる人々に対して1555年代から1561年までに引き起こされた迫害

と戦争の歴史」の冒頭部においても確認できる．

彼らの信仰は，先祖たちによって彼らの時代まで何百年にもわたって保持され，守ら

れたものである． そして（もし彼らが過ちを犯していることを，神の言葉によって示し

たなら） 自らの信仰が，真のかつ古代の教会の信仰であるという自説に固執し続けるこ

とを，少しも望まなかった15).

'3）この著者は不明とされる場合もあるが，研究者の間ではレントーロであるという見解で，大

方一致している. Cf.Jean-FranfoisGilmont,"Auxoriginesdel'historiographievaudoiseduXVI

si6cle:JeanCrespin,EtienneNoeletScipioneLentolo>>,IMz/desig/'W""",CollanadellaSocieta

diSmdiValdesi,'IbrrePellice,1982,p.173.

14)His加/γe碗@"zom6/ede/fzg"eγ〃〃te"γﾉeD"c"eS(z"Qye,E柳α""eﾉ助"めgγｵ,CO""rSeSS"肱cだ
｡2sしIz"､esd乳"gうりg"e,"rosse,S.M(zγ"", eta"ｵ〃s〃α"“α〃0""0isi"es,加"γCO加伽。gノa

R2ﾉ“0",Gen6ve, 1561,pp.67."{…]cardepuisplusieurscentainesd'ans, telledoctrineavoitest6

conserv6eentreeux,commefacilementpouvoyentmonstrerparplusieursanciennesescrimres

qu'ilzontpardeverseux,quidepereA61zleursontdemeur6es[…]”

l5)EtienneNoCl,HiS加旅〃es'e"@c""0"setg"eγ"s〃ｵesd""jSﾉes(z"""sI555/"s9"'@"1561
cO"#〃ﾉepe"ﾉefZ"e彪叱"oiS,9"iesｵα"妬zﾉαﾉeesdi4"g7り"g"e,L"s""2,s""ctMαγ"", /α此”"s9，

＆α”〃sd況加ibdeHe"zo"t,Geneve,1562,pp.11-12.4<Etsurtoutc'estvnechoseadmirable&

dignedememoireperpemelle,qu'aumilieudestenebressiespesses,qu'ilsembloitquetoute

clart6fUstesteinte, ilyaitneantmoinseuquelquepetitresidudeceuxquiontsuiui lapure

Religion,&quiontchemin6selonqu'ilsestoyentenseign6sparlaparoledeDieu.Entreautres,
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上の引用も， ヴァルド派の信仰は宗教改革以前の時代から存在し，保持され

てきたものということを示している． 『忘れがたい歴史」 と同様ここでも起

源伝承に関わる記述は見られない． しかし， 引用後半部の記述に注目しよう．

この「真のかつ古代の教会の信仰であるという自説」とは， 中世期に語られ

ていた「シルウェステル1世」と「使徒の後継者」の伝承両方のことを指して

いると思われる．つまり， この一文は「カルヴァン派がヴァルド派の過ち（カ

ルヴァン派の教義と合致しない要素）を修正したことで， ヴァルド派は〔か

つての〕起源伝承を語らなくなった」と読むことができ， プロテスタント化

の結果， 中世ヴァルド派の起源伝承は完全に消失してしまったものと考えら

れる．

本章で挙げた史料を分析すると，宗教改革参加から教会組織設立までの32年

間で， 中世ヴァルド派の起源伝承は完全に消失したといえる． そして， ヴァ

ルド派内部における起源に関する時代認識は， ヴァルデスが活動を始めた12

世紀にあるとして考えられるようになったものと思われる. 1561年4月にヴァ

ルド派がサヴォワ公妃マルグリット ・ ド・フランスMarguedttedeFranceに宛

てて送った書簡の中に見られる，彼らの信仰は数百年前に端を発するという

記述の中の「数百年前」は， ヴァルデスのいた時代を指していると考えられ

るからである16). こうして中世の慣習を放棄し，プロテスタントの一派となっ

たヴァルド派内部では， 中世期の2つの起源伝承が語られることは以後完全に

なくなる． しかし, 1564年の教会成立以降の時期には， 中世のものとは異な

るヴァルド派の新たな起源伝承が構築されてくるのである．次の章では， こ

の新しい起源伝承がプロテスタントとなったヴァルド派のアイデンティティ

に対して， どのような影響を与えたのかを考察していくことにする．

| | |，新たな起源伝承の出現

ヴァルド派の新たな起源伝承は, 1581年にカルヴァン派の宗教改革者テオ

ceuxqu'onanommezVaudoisonttoUjourspersevereencesteDoctrinedeSalut.”

16)GiovanniJalla,Sto""de"αR加γ"α加廊e加0"teI,Claudiana,Torino,1982,p.167. 《〈I…]ce
qu'ilyaquelquescentainesd'ansqu'elleavigueurentrecepeuple,etyaest6entretenueparla

providenceadmirabledenostreDieu.)>
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ドール・ド・ベーズ'IYleodoredeBezeによって記された『様々なキリスト教

国にて，昨今神が真の信仰に基づいて思い起こすための，信心と教義におい

て傑出した人々の真実の肖像』において初めて確認できる．

ヴァルド派は，彼らが古くから隠遁した谷の住処やアルプスの狭い場所のために， こ

のように呼ばれた． そして， ローマ教皇による信仰の実践の最中，何百年という期間を

通して世界を揺り動かした多くの災難の内においても，非常に立派な神の摂理によって，

これらの人々がかくも見事に変わらなかったことは明白なので，彼らは純粋な原始キリ

スト教会の生き残りと言えるのではないだろうか……'7）

彼ら （ヴァルド派）のうち誰一人としてリヨンの貧者とは呼ばれず，彼らがジャンま

たの名をヴァルドというリヨンの一商人を長とした， と考える幾人かの人たちは，思い

違いをしているのである18).

まず上の引用で， ヴァルド派の名称の由来が「谷」にあるとされているこ

とに注目したい．本来， ヴァルド派を指すLesVaudoisという名称は，創設者

であるリヨンの一商人ヴァルデスVald6sからきたものであり，谷を意味する

Vall6eに基づくものではない19). にもかかわらず，名称の由来をヴァルデス以

外の点に認め， ヴァルド派の信者は「リヨンの貧者」 （中世ヴァルド派の一派）

ではなく， ヴァルド（ヴァルデス）を長とみなした者は思い違いをしている

という記述は， ヴァルド派の起源が12世紀にあることを否定しているように

見える． そして， 史実に基づく起源を否定すると同時に， ヴァルド派が「純

粋な原始キリスト教会の生き残り」として表現されていることに注目したい．

'7)TheodoredeBもze,Z,eswtz応加"γt""Sdes加加加9s"ﾉ"st"Sc"〆ereetdoct""2,d""zz"α"
des9"ejsD/e"s'@stsef'"je"cesd""je7s/eWs,加"γγE"eが”s"s/α〃myeReﾉ卿0〃e〃〃"e応加ys

de/(zCh"s"e"".A"2cﾉesdesc""0"sdeﾉe"γ"je＆deﾉe"だ伽jspﾉ"s〃e"Om6ﾉes,Gen6ve, 1581,

p.185． "LesVaudoisontest6ainsiappellez,acausedeleurdemeuranceesvallees&destroit

desAlpes,otlilssesontretirezdeslongtemps:&peumndirequecesontlesrestesdelapure

primitiueEgliseChrestienne,veuqu'ilappertqueparvnetresadmirableprouidencedeDieuces

genssesontsibienmaintenusparmitantdetempestes,quiparl'espacedeplusieurscentaines

d'anneesontesbransl61emondeaumilieudespratiquesdel'EuesquedeRome{…l沙

'8)IMi.,p.185. <<Aucunsd'entreeuxontest6appelezPauuresdeLyon,quelquesvnsayansestim6
qu'ilsayenteupourchefvnmarchandLyonnoisnomm61ean,&surnomm6Valdo,enquoyils

s'abusent.”

'9)Cf.GabrielAudisio,LesMz"dOiS-""oWd'""edissifie"ce"-I6fs"cﾉe,Fayard,2003,p.66.
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原始キリスト教会とは，使徒がいた時代からキリスト教がローマ帝国内で国

教と定められた380年までに成立した古代教会のことを指す．ベーズの記述は，

当時のカルヴァン派にとって， ヴアルド派が古代から変わることなく純粋な

信仰活動を続けてきた集団として位置付けられていたことを示している．

このカルヴァン派側の認識に対し， 同時期のヴァルド派は自らの起源をど

のように考えていたのだろうか． それを確認し得る数少ない史料のひとつに，

1587年にヴァルド派牧師ジェローラモ・ ミオロによって記された「谷のヴァ

ルド派の事柄に関する簡潔かつ真実の歴史』がある． これはヴァルド派の教

綱要理（カテキズム） といえる文書であり，合計20問に及ぶ教理問答のうち，

l問目にヴァルド派の起源に関する決定的な記述が見出せる．

問l :純粋な教義が初めて谷で説かれたのは， いつの時代なのか？

回答：いくつかの史実によってまとめられるのは約500年前ということであるが，谷の

住民たちの意見によれば， その時代は太古の昔であり，父から子へ（受け継がれてきた

ということ）である20)．

上の引用では， ヴアルド派の活動開始の時期についての問いに対し， 「約500

年前」と「太古の昔」という2つの異なる回答が述べられている． このことか

ら当時のヴァルド派内部には， 史実と伝説という2つの認識が共存していたこ

とが確認できる． この文書が記された1587年から遡ること「約500年前」とい

えば1087年頃が該当し， ヴァルデスが活動を始めたとされるll70年代とは100

年近くの誤差があるが， おそらくここでは12世紀のヴァルデスという史実に

基づいた起源を示していると考えられる． そして，谷の住民たち， いわゆる

ヴァルド派の一般信徒たちの間では， 史実よりも「太古の昔」という伝説の

方が， より広く認識されていたようである．

本章で挙げた2つの史料を分析すると，教会組織設立から約20年後の1580年

代になって， ヴァルド派の起源は再び「古代」に位置づけられていることが

2())GerolamoMiolo (AcuradiEneaBalmas),His加γjfz 6""e&""adeg/t"z""e/叱脇esj
dg"eリfzﾉ",Claudiana,Torino,1971,p.81.<<Domandal:Primamentequantotempoech'6statta

，

predicatalapuradottorinanelleValli・Risposta:Ecircacinquecentoannicomesipubraccogler

peralcunehistorie,masecondol'opinionedegl'habitatoridelleValli iltempo6immemorialeetdi

padreafigliuolo."
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独自の起源伝承にみる宗教改革期のヴァルド派の集団意識について

わかる． しかしながら， それは中世期に語られていた2つの起源伝承の再興で

はなく， 「原始キリスト教会の生き残り」という新たな伝説が構築される形で

達成されている． 冒頭で挙げたデ・ランケの研究によれば，宗教改革を境に

変化したヴァルド派の起源に関する時代認識が， ヴァルデスがいた12世紀で

はなく，改めて古代に向けられるようになったのは, 16世紀のプロテスタン

トたちがヴァルド派の伝承を自らの護教論として利用することで， プロテス

タントは宗教改革以前から純粋な信仰活動を行ってきたヴァルド派の後継者

であると主張しようとしたためとされている21). つまり， カルヴァン派は自

らの歴史に伝統性を付加するべく， ヴアルド派の起源が12世紀のヴァルデス

にあることを否定し，根拠の崩れた中世の起源伝承の代わりに「古代から存

在する原始キリスト教会の生き残り」というイメージをヴァルド派側に持た

せたのである． ここまではデ・ランゲの研究によって明らかにされているが，

変化した後の起源伝承は当時のヴァルド派側に如何なる効果をもたらしたの

か． おそらく， カルヴァン派側から政治的に構築されたこのイメージは， プ

ロテスタントの一派となったヴァルド派側においては「宗教改革以前の時代

から純粋な信仰活動に従事してきた」という先駆者意識を芽生えさせたと考

えられる．

この点に関し，以下に3つの根拠を挙げる． まず第一に「シャンフオランの

教会会議の決議が全会一致のものではなかった」こと．元々， ヴァルド派は

宗教改革運動に興味を持ってはいたものの，参加することを強く望んでいた

わけではなかったヴァランスのダニエルDanieldeValenceやモリーヌのジャ

ンJeandeMolineのようにシャンフオランの教会会議の際に改革運動参加に反

対意見を唱える者もいたことから22)，たとえ全体決議が改革運動参加に賛成と

いう結果になっても， カルヴァン派の思想は信徒たちの間で統一的に歓迎さ

れたわけではなかったであろう．第二に「固有の教会組織を設立した」こと．

教義的に合同しているにもかかわらず， ヴァルド派がカルヴァン派と同一の

教会組織を構築しなかったのは， カルヴァン派側に完全に吸収されることで，

2')DeLange,Oj.c".,p.314.<<Beza,derdasWerkvonNoelkannte,nahmdiesenMythosl581auf
undsobekamereinenfestenPlatzinderspaterenprotestantischenApologetik.>>

22)EmileComba,"IJintroductiondelaR6fOrmedanslesValleesvaudoisesduPi6mont",B""g"〃

dｾﾉasocj"火肋jsto"d""otesm"tis"g伽""iS,1894,pp.1620.
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中世来のヴァルド派としての組織が完全に消失してしまうことを恐れたから

だと考えられる． そのため， 固有の教会組織の設立は， ヴァルド派としての

形を残そうとした結果であると考えられる．最後に「集団意識を保持しよう

とした」こと．最初に挙げた2つの根拠から判断すれば，改革運動に参加して

も， ヴァルド派はカルヴァン派と完全に同化することを望んではいなかった

と判断できる． そこで，教会という形に加え， ヴァルド派としての集団意識

を保持するために「原始キリスト教会の生き残り」というイメージを新たな

起源伝承として受け入れ， その結果，彼らのアイデンテイテイに「宗教改革

の先駆者」という意識が付加されるようになったものと考えられる．

結論

以上， これまでに考察してきたことをまとめると，宗教改革期にカルヴァン

派によって構築された「原始キリスト教会の生き残り」という新たな起源伝

承は， 中世期の「シルウェステル1世」や「使徒の後継者」とは異なる機能を

もち， 当時のヴァルド派のアイデンテイテイに「宗教改革の先駆者」という

意識を付加する効果をもたらしたと結論づけられる． こうして生まれた先駆

者意識と共に， ヴァルド派は新たな起源伝承を語り継ぐ、ことで， カルヴァン

派との精神的な差異化を図るようになったものと思われる． ただ，宗教改革

期に生まれたこの起源伝承は， いつの時代にまで語り続けられていたのか明

確な時期が特定されていない．今後は，伝承の行方を追いながら， ヴァルド

派のアイデンティティが今日まで如何に保持されているのかを明らかにして

いきたい．

（大阪市立大学大学院後期博士課程）
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独自の起源伝承にみる宗教改革期のヴァルド派の集団意識について
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